
持
つ
複
数
集
落
群
の
名
称
を
「
地
域
づ
く
り
協
働

体
」
と
ネ
ー
ミ
ン
グ
す
る
と
と
も
に
、
地
域
づ
く

り
協
働
体
化
を
目
指
す
地
域
に
対
し
、
県
と
市
町

が
連
携
し
て
、
複
数
集
落
間
の
話
し
合
い
や
情
報

交
換
等
を
支
援
す
る
「
地
域
づ
く
り
協
働
体
構
築

サ
ポ
ー
ト
事
業
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

【
事
業
概
要
】

　

○
事
業
主
体
：
市
町

　

○
補
助
率
：
２
／
３
以
内

　

○
補
助
限
度
額
：
１
か
所
当
た
り
７
０
０
千
円

　

○
事
業
内
容

　
　

・�

地
域
づ
く
り
協
働
体
の
モ
デ
ル
事
例
構

築
に
向
け
た
住
民
の
話
し
合
い
を
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
（
集
落
点
検
・
計
画
策
定
等
）

　
　

・�

課
題
解
決
に
向
け
、
地
域
づ
く
り
専
門
の

大
学
教
員
や
先
進
地
の
実
践
者
等
を
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
と
し
て
派
遣

　
　

・�

各
地
域
で
の
話
し
合
い
は
年
10
回
程
度

を
想
定
。
な
お
、
市
町
は
、
公
益
財
団
法

人
え
ひ
め
地
域
政
策
研
究
セ
ン
タ
ー
へ

事
業
委
託

久
万
高
原
町
・
松
野
町
の
実
践
事
例

　

初
年
度
と
な
る
平
成
26
年
度
は
、
久
万
高
原
町

（
二
名
地
区
）
及
び
松
野
町
（
蕨
尾
地
区
・
奥
野

川
地
区
）
を
モ
デ
ル
地
区
に
選
定
し
、
取
組
み
を

実
施
し
ま
し
た
。

集
落
実
態
調
査
の
実
施

　

人
口
減
少
と
高
齢
化
が
急
速
に
進
行
す
る
中
、

県
で
は
、
過
疎
地
域
に
お
け
る
集
落
活
動
の
実
態

や
住
民
意
識
を
把
握
し
、
集
落
の
維
持
・
活
性
化

に
向
け
た
効
果
的
な
対
策
を
講
じ
て
い
く
た
め
、

平
成
25
年
度
に
、
市
町
、
愛
媛
大
学
等
と
連
携
し
、

全
県
に
わ
た
る
集
落
実
態
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。

　

同
調
査
の
結
果
か
ら
、
高
齢
化
率
が
60
％
を
超

え
、
世
帯
数
が
20
世
帯
を
下
回
る
小
規
模
集
落
で

は
、
活
動
力
の
低
下
が
著
し
く
進
行
す
る
こ
と
が

見
え
て
く
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
地
域
が
将
来

に
わ
た
り
活
動
力
を
維
持
し
て
い
く
た
め
に
は
、

単
独
の
小
規
模
集
落
で
は
限
界
が
あ
り
、
近
隣
の

複
数
集
落
が
連
携
し
て
一
定
規
模
の
組
織
を
作

り
、
地
域
資
源
や
マ
ン
パ
ワ
ー
を
相
互
活
用
し
な

が
ら
地
域
の
存
続
を
図
っ
て
い
く
必
要
が
あ
る

と
の
結
論
に
至
り
ま
し
た
。

地
域
づ
く
り
協
働
体
構
築
サ
ポ
ー
ト
事
業

　

そ
こ
で
、
県
で
は
、
新
た
な
集
落
運
営
の
仕
組

み
を
構
築
す
る
た
め
、
小
学
校
区
程
度
の
規
模
を

事業イメージ

行
政
の
ま
ち
づ
く
り
に

向
け
て
の
支
援
制
度
に
つ
い
て

TALK
NOW
トークナウ

愛
媛
県
企
画
振
興
部

地
域
政
策
課　

専
門
員

　
　
佐
川
　
功
二
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《
松
野
町
（
蕨
尾
地
区
・
奥
野
川
地
区
）》

　

・�

蕨
尾
地
区
：
世
帯
数
１
７
９
、
人
口
３
９
５

人
、
６
集
落
、
高
齢
化
率
47
・
６
％

　

・�

奥
野
川
地
区
：
世
帯
数
70
、
人
口
１
６
７
人
、

４
集
落
、
高
齢
化
率
52
・
７
％

　

・�

大
学
教
授
を
招
き
、
計
７
回
の
住
民
集
会
を

通
じ
て
、
地
域
の
魅
力
、
課
題
、
将
来
の
方

向
性
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
実
施

　

・�

将
来
計
画
を
策
定
す
る
中
で
、
蕨
尾
地
区
は

「
い
も
た
き
大
会
（
イ
ベ
ン
ト
試
行
）
」、
奥

野
川
地
区
は
「
こ
ん
に
ゃ
く
い
も
講
習
会
」

を
実
践
し
、
地
域
資
源
の
魅
力
を
再
認
識

　

・�

地
域
の
活
動
状
況
を
住
民
に
周
知
す
る
た

め
『
蕨
奥
「
結
」
新
聞
』
を
発
行
（
地
域
お
こ

し
協
力
隊
員
が
編
集
）

　

・�「
地
域
資
源
の
活
用
」、「
生
活
課
題
の
解
決
」、

「
安
全
安
心
の
確
保
」
の
３
つ
の
大
テ
ー
マ

に
沿
っ
て
課
題
を
絞
り
込
み
、
平
成
36
年
度

ま
で
の
取
組
み
項
目
を
ま
と
め
た
将
来
計

画
（
案
）
を
作
成

今
後
の
展
望

　

以
上
、
２
つ
の
モ
デ
ル
地
区
の
事
例
を
紹
介
し

ま
し
た
が
、
い
ず
れ
の
地
区
も
地
域
の
存
続
に
向

け
新
た
な
ス
タ
ー
ト
ラ
イ
ン
に
立
っ
た
と
こ
ろ

と
言
え
る
で
し
ょ
う
。
今
後
は
、
作
成
し
た
将
来

計
画
を
一
つ
ず
つ
実
行
に
移
し
て
い
く
と
と
も

に
、
定
期
的
な
進
捗
状
況
の
確
認
、
検
証
等
が
重

要
に
な
っ
て
く
る
と
思
い
ま
す
。
今
回
の
事
業
を

契
機
に
醸
成
さ
れ
た
地
域
住
民
の
主
体
性
を
最

優
先
し
、
次
世
代
を
担
う
人
材
育
成
を
図
り
な
が

ら
計
画
を
実
行
し
て
い
く
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
絵

に
描
い
た
餅
に
終
わ
ら
せ
る
こ
と
な
く
、
息
の
長

い
取
組
み
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

ち
な
み
に
、
今
年
度
は
、
大
洲
市
（
肱
川
地
区
）

及
び
愛
南
町
（
緑
地
区
）
を
モ
デ
ル
地
区
に
選
定

し
、
同
事
業
を
実
施
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
地
区
で
の
取
組
み
が
モ
デ
ル
事
例
と

し
て
定
着
し
、
県
全
体
へ
波
及
す
る
こ
と
に
よ

り
、「
愛
顔
あ
ふ
れ
る
愛
媛
県
」
の
地
域
活
性
化

に
繋
が
っ
て
い
く
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

問
い
合
わ
せ
先

　

愛
媛
県
企
画
振
興
部
地
域
振
興
局 

　

地
域
政
策
課
地
域
づ
く
り
支
援
グ
ル
ー
プ

　
　

Ｔ

Ｅ

Ｌ
：
０
８
９-

９
１
２-

２
２
６
１

　
　

Ｆ

Ａ

Ｘ
：
０
８
９-

９
１
２-

２
９
６
９

　
　

Ｍ
Ａ
Ｉ
Ｌ
：chiikiseisak@

pref.ehim
e.jp

　

※�

県
で
は
、
県
内
各
地
の
集
落
活
動
等
に
つ
い
て
情
報
発
信
・
共
有
を
行

う
た
め
、
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
「
え
ひ
め
地
域
づ
く
り
協
働
体
」
の
運
営
や

情
報
誌
「
え
ひ
め
地
域
づ
く
り
協
働
体
通
信
」
の
発
行
を
行
っ
て
い
ま

す
。（
委
託
先
：
Ｅ
Ｃ
Ｐ
Ｒ
）
是
非
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。（ 

「
え
ひ
め
地
域
づ
く
り
協
働
体
」
で
検
索
!!
）

　

※�「
地
域
づ
く
り
協
働
体
構
築
サ
ポ
ー
ト
事
業
」
の
ほ
か
、
過
疎
・
集
落
対

策
と
し
て
総
務
省
及
び
国
土
交
通
省
が
実
施
す
る
各
種
交
付
金
事
業
も

あ
り
ま
す
。（
詳
細
は
問
い
合
わ
せ
先
ま
で
）

《
久
万
高
原
町
（
二
名
地
区
）》

　

・�

二
名
地
区
：
世
帯
数
１
４
８
、
人
口
３
０
１

人
、
11
集
落
、
高
齢
化
率
50
・
７
％

　

・�

大
学
教
授
や
県
内
で
活
動
中
の
地
域
お
こ

し
協
力
隊
を
招
き
、
計
６
回
の
住
民
集
会
を

通
じ
て
、
地
域
の
魅
力
、
課
題
、
将
来
の
方

向
性
等
に
つ
い
て
話
し
合
い
を
実
施

　

・�

一
般
社
団
法
人
移
住
・
交
流
推
進
機
構
（
Ｊ

Ｏ
Ｉ
Ｎ
）
の
移
住
フ
ェ
ア
〔
東
京
都
〕
に
６

名
が
参
加
し
、
移
住
相
談
受
付
、
二
名
地
区

の
産
品
Ｐ
Ｒ
、
ア
ン
ケ
ー
ト
等
を
実
施

　

・�「
移
住
受
入
体
制
作
り
」、「
空
き
家
発
掘
」、

「
仕
事
作
り
」
の
３
つ
の
課
題
に
絞
り
、
平

成
32
年
度
ま
で
の
取
組
み
項
目
を
ま
と
め

た
将
来
計
画
（
案
）
を
作
成

JOIN移住フェアでのPR

地域の課題解決に向けた話し合い
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